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３．２ 断層活動履歴や平均変位速度の解明のための調査観測 

c. 地質学的手法に基づく神縄・国府津－松田断層帯北縁部の活断層に関する調査研究 

 

(1) 業務の内容 

 

(a) 業務題目 地質学的手法に基づく神縄・国府津－松田断層帯北縁部の活断層に関す

る調査研究 

 

(b) 担当者 

所属機関 役職 氏名 

神奈川県温泉地学研究所 

神奈川県温泉地学研究所 

神奈川県温泉地学研究所 

神奈川県温泉地学研究所 

研究課長 

技師 

次長 

所長 

明田川 保 

小田原 啓 

杉原 英和 

吉田 明夫 

 

(c) 業務の目的 

国府津-松田断層帯の西端部は、松田北断層から山北町浅間山及び丸山の南麓を

通る日向断層（徐、1995）へ続くと考えられてきた。萬年ほか（2005）は、日向断

層による浅間山の平均隆起速度を1.5～1.7m/ky と見積もった。また、神奈川県（2

004）は日向断層が御殿場泥流面に変位を与えていないことから、約2600 年前以降

活動していないとした。 

しかしながら大都市大災害軽減化特別プロジェクト（大大特）等の調査により、浅間

山及び丸山の南麓には日向断層は連続せず、かわりに内川断層（Imanaga、1999）と丸山

断層の存在が推定された（林ほか、2006；中満ほか、2007）。この考えに基づくと、萬年

ほか（2005）が見積もった浅間山の隆起は日向断層によるものではなく、内川断層によ

るものと推定される。そこで本研究では、ボーリング調査により、この内川断層と丸山

断層の正確な位置及びその変位を明らかとすることを目的とする。 

 

(d) ３ヵ年の年次実施計画 

1) 平成 21 年度： 

これまで大都市大震災軽減化特別プロジェクト（大大特）として防災科学技術研究

所により、丸山において2000m級ボーリングが1本、数十m級ボーリングが2本掘削され

ている。従って平成21年度は、これら既存のボーリング資料の整理および精査を行い、

また現地踏査を行い、次年度以降のボーリング掘削地点の選定を行う。 

 

   2) 平成 22 年度： 

浅間山南東麓の内川断層を挟んで上盤下盤それぞれ最低 2 本ずつ、丸山断層の下盤で

最低 1 本（大大特で既に 3 本掘削済）掘ることによって、内川断層と丸山断層の変位を

押さえる。この変位は浅間山と丸山を覆っているテフラ層を鍵層として見積もることが
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出来る。テフラ層を鍵層にするため、本地域のテフラ層の標準層序を正確に把握してお

く必要がある。従ってテフラ層が最も厚く覆っていると考えられる浅間山山頂において

最低 1 本の掘削を行う。これは標準層序を確立するのみならず、浅間山内部を切る推定

断層の城山断層（SRF）や浅間山断層（SGF）の存在を明らかにすることにも繋がる。 

  

 3) 平成 23 年度： 

前年度のボーリング調査の結果をもとに、内川断層と丸山断層の位置をさらに厳しく

制約するために、追加ボーリング調査を行い、神縄・国府津-松田断層帯北縁部を構成す

る活断層群の実体を明らかにする。 

 

(e) 平成 22 年度業務目的 

浅間山南東麓の内川断層を挟んで上盤下盤それぞれ最低 2 本ずつ、丸山断層の下盤で

最低 1 本（大大特で既に 3 本掘削済）掘ることによって、内川断層と丸山断層の変位

を押さえる。この変位は浅間山と丸山を覆っているテフラ層を鍵層として見積もること

が出来る。テフラ層を鍵層にするため、本地域のテフラ層の標準層序を正確に把握して

おく必要がある。従ってテフラ層が最も厚く覆っていると考えられる浅間山山頂におい

て最低 1 本の掘削を行う。これは標準層序を確立するのみならず、浅間山内部を切る推

定断層の城山断層（SRF）や浅間山断層（SGF）の存在を明らかにすることにも繋がる。 

 

(2) 平成２２年度の成果 

 

(a) 業務の要約 

  浅間山（22SGB-1）、北足柄中学校跡地（22KAB-1）、南足柄市壗下（22MMB-1）におい

てボーリング調査を行い、テフラ分析による年代測定を行った。 

1）浅間山（22SGB-1）の結果から、城山と浅間山の間には、活断層等の地質構造の

違いが認められる。このことは、中満ほか（2007、図 2）が指摘している城山断層（SRF）

や浅間山断層（SGF）の存在が示唆される。 

2）北足柄中学校跡地（22KAB-1）の結果から、北足柄中学校跡地を形成する矢倉沢面

の基底礫層は酒匂川由来の内山礫層に対比される可能性が高い。その離水年代を約 50Ka

と仮定すると、現在の酒匂川河床に分布する内山礫層との比高が約100mあることから、

両者の間には上下方向に約 2.0m/k.y.の平均変位速度をもつ活断層の存在が示唆される。 

3）南足柄市壗下（22MMB-1）の結果から、深度約 80m（海抜-40m）に Hk-OP が認めら

れることから、少なくとも Hk-OP が堆積後に、足柄平野側が 40m 以上沈降していること

が推定される。 

  

 

(b) 業務の成果 

1）浅間山（22SGB-1）ボーリング調査及びテフラ分析の結果。 

神奈川県足柄上郡山北町馬違戸、浅間山西方、標高 227.747m 地点において、深度
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42.00m のボーリング掘削を行った（図 1）。掘削地点は浅間山西側の地形面上に位置し、

この地形面は、西方の城山（河村城址）から連続する地形面であり、浅間山面（国土地

理院、2006）とされているものである。 

この城山の地形面上において、萬年（2005）は、段丘礫層とその上位の風成堆積物を

確認しており、この風成堆積物に箱根東京軽石起源のラハール堆積物の存在を報告して

いる。このことから萬年（2005）は、城山及び浅間山の山頂付近を形成する地形面が酒

匂川によって形成された段丘面であるとし、その推定される離水年代と現河床との比高

から、日向断層の上下方向の平均変位速度を 1.5～1.7m/k.y.と推定した。 

今回のボーリング調査で得られたコア試料の岩相記載を以下に示す。 

0.00m～1.50m：黒褐～赤褐色のスコリア。 

1.50m～7.28m：ローム層。 

7.28m～12.56m：砂質礫。安山岩の礫を多く含む。 

12.56m～17.05m：ローム層。 

17.05m～39.03m：砂質礫。安山岩の礫を多く含む。 

39.03m～42.00m：足柄層群の泥岩、礫岩。礫は安山岩を主とする。 

安山岩の亀裂中に沸石脈が認められるなど、上位の安山岩礫と比べて変質が著しい。 

 

また、深度 1.6m から 31.6m までの試料についてテフラ分析を行った。その結果を下記

に示す。 

2.20m-2.40m：火山ガラスの形態および主成分化学組成は伊豆半島起源カワゴ平テフラ

の特徴（杉原，1984）と一致するので、同層準にはカワゴ平テフラが含まれる。 

4.40m-4.60m：本層準にはバブルウォールタイプ火山ガラスが多量に含まれる。火山ガ

ラスの主成分化学組成は AT の特徴（町田・新井､2003）と一致するので、同層準には

AT が降灰している。 

13.0m-13.2m：本層準には火山フロント起源と見られる K2O 含有率の低い対比不明テフ

ラが含まれている。 

なお、本ボーリング調査およびテフラ分析からは、箱根東京軽石（TP）起源の堆積

物を認めることはできず、萬年（2005）に記載された城山（河村城址）の露頭におけ

る層序とは明らかに異なり、浅間山面は城山（河村城址）から浅間山へと続かず、両

者の間に断層等による地質構造の違いが存在する可能性が示唆される。今後、この地

質構造の違いが浅間山内部を切る推定断層の城山断層（SRF）や浅間山断層（SGF）と

どのような関係を持つのかを詳細に検討していく。 

 

2）北足柄中学校跡地（22KAB-1）ボーリング調査及びテフラ分析の結果。 

神奈川県南足柄市上ノ山、旧北足柄中学校の校庭、標高 229.10m 地点において、深

度 45.00m のボーリング掘削を行った（図 1）。ボーリング地点は、標高約 230m の地形

面上に位置し、町田（2001）によると矢倉沢面とされている。 

今回のボーリング調査で得られたコア試料の岩相記載を以下に示す。 

0.00m～0.40m：表土 
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0.40m～33.90m：スコリア質のローム層。 

40.95m～45.00m：安山岩、緑色岩、花崗岩の亜円礫からなる礫岩。 

 

また、得られた試料について、テフラ分析を行った。以下にその結果を示す。 

3.60m～3.80m：火山ガラスの形態および主成分化学組成は伊豆諸島起源 Iz-Kt

テフラの特徴（杉原、1984）と一致するので、同層準には Iz-Kt テフラ

が含まれる。 

4.80m～5.20m：火山ガラスの形態および主成分化学組成は伊豆半島起源カワゴ

平テフラの特徴（杉原、1984）と一致するので、同層準にはカワゴ平テ

フラが含まれる。 

6.20m～6.40m：本層準にはバブルウォールタイプ火山ガラスが上下層準に比べ

明らかに多く含まれる。火山ガラスの主成分化学組成は K-Ah の特徴（町

田・新井，2003）と一致するので、同層準には K-Ah が降灰していると

考えられる。 

18.60m～18.80m：本層準にはバブルウォールタイプ火山ガラスが多量に含まれ

る。火山ガラスの主成分化学組成は AT の特徴（町田・新井，2003）と

一致するので、同層準には AT が降灰している。 

33.40m～33.60m：本層準にはパミスタイプ火山ガラスが緑色普通角閃石を伴い

やや多く含まれる。また、極々微量であるが風化した黒雲母片も含まれ

る。これらの特徴は三瓶池田に対比されている含雲母グリース状テフラ

の特徴（町田・新井，2003）と一致する。また火山ガラスの主成分化学

組成も三瓶池田テフラの特徴（長橋ほか、2004）と一致するので、同層

準には含雲母グリース状テフラが降灰していると考えられる。 

 

孔底付近の礫岩には、安山岩礫の他に、丹沢層群由来と考えられる花崗岩や緑色

岩の礫が含まれる。丹沢山地由来の礫は、狩川からは供給されないため、この礫は

酒匂川河床礫であることが推定される。なお岩相のみの判断では、内山礫層に類似

する。足柄北中学校跡から北小田原病院の方へ下る道路沿い（図 1 の A 地点）には、

矢倉沢礫層およびその下位に足柄層群の泥岩層の露頭が存在する。矢倉沢礫層には

丹沢山地由来の花崗岩や緑色岩の礫を一切含まれない。これまで矢倉沢面は、新期

富士テフラ、古期富士テフラの下位に矢倉沢礫層が存在するとされてきたが（町田，

2001）、今回のボーリング調査により、矢倉沢面の基底礫層は矢倉沢礫層ではなく内

山礫層である可能性が高い。 

テフラ分析によって得られた結果では、基底礫層直上に三瓶池田テフラに対比さ

れる含雲母グリース状テフラが認められた。その年代が約 50Ka であることから、本

ボーリングの基底礫層（内山礫層）の離水年代もおおよそ約 50Ka であると推定する

ことが出来る。 

一方、山北町日向の酒匂川右岸の露頭（図１）では、河床に内山礫層が認められ、

その上位に箱根東京軽石（Hk-TP）が認められる（鈴木，1963；町田，2001）。本ボ
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ーリング試料の基底礫層が内山礫層であるとすると、本ボーリング地点との間に矢

倉沢面を形成した活断層の存在が推定される。現在の酒匂川の河床面（標高約 90m）

と、ボーリング試料に見られる基底礫層の上面（標高約 188m）との比高 98m、およ

び基底礫層の離水年代を約 50Ka と仮定すると、矢倉沢面を形成した活断層の平均変

位速度は約 2.0m/k.y.と推定される。 

今後は、今回推定された活断層の詳細な位置の把握に努め、本調査地域の詳細な

運動像について明らかにしていく。 

 

3）南足柄市壗下怒田特定土地区画整理事務所（22MMB-1）ボーリング調査及びテフ

ラ分析の結果。 

神奈川県南足柄市壗下、壗下怒田特定土地区画整理組合敷地内、標高 49.217m 地

点において、深度 90.00m のボーリング掘削を行った（図 1）。以下に岩相を記載す

る。 

0.00m～1.00m：表土 

1.00m～2.98m：礫混じり粗粒砂。暗灰色の玄武岩質スコリアを主とする。富士

宝永スコリアの二次堆積物であると考えられる。 

2.98m～3.70m：フラッドローム。 

3.70m～5.47m：旧河床堆積物。 

5.47m～12.63m：御殿場泥流堆積物。 

12.63m～18.75m：風成堆積物。 

18.75m～44.23m：箱根東京軽石流堆積物。 

44.23m～44.47m：箱根東京軽石（Hk-TP）。径 1～2cm の降下軽石。 

44.47m～49.26m：フラッドローム。45.15m～45.71m に箱根三浦軽石（Hk-MP）

が認められる。 

49.26m～71.85m：段丘堆積物。 

71.85m～82.42m：箱根小原台軽石流堆積物。 

82.42m～83.28m：箱根小原台軽石（Hk-OP）。径 2～12cm の降下軽石。 

83.28m～90.00m：風成堆積物。 

 

得られた試料のテフラ分析により、Hk-TP、Hk-MP、Hk-OP の存在を確認した。深

度約 80m（海抜-40m）に Hk-OP が認められることから（図 3）、少なくとも Hk-OP が

堆積後に、足柄平野側が 40m 以上沈降していることが推定される。今後、足柄平野

および周辺のボーリングデータの収集および地表踏査を行い、テフラ層序の対比を

行い、国府津－松田断層帯北西縁部の運動像の解明に努める。 
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図 1 本調査ボーリング掘削地点図。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 山北町浅間山、丸山周辺の地質図（中満ほか、2007）。 
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図 3 南足柄市壗下地区における活断層調査ボーリングの深度 83.3m（海抜約-40m）に見

られる箱根小原台軽石（Hk-OP）。足柄平野が沈降したことを示唆する。 

 

(c)結論ならびに今後の課題 

浅間山におけるボーリング調査（22SGB-1）の結果では、浅間山面は城山（河村城址）

から浅間山へと続かず、両者の間に断層等による地質構造の違いが存在する可能性が示

唆される。今後、この地質構造の違いが浅間山内部を切る推定断層の城山断層（SRF）

や浅間山断層（SGF）とどのような関係を持つのかを詳細に検討していく。 

北足柄中跡地におけるボーリング調査（22KAB-1）の結果では，矢倉沢面の基底礫層

は矢倉沢礫層ではなく内山礫層である可能性が高く、その離水年代は約 50ka であると

推定される。今後は、今回推定された活断層の詳細な位置の把握に努め、本調査地域の

詳細な運動像について明らかにしていく。 

南足柄市壗下におけるボーリング調査（22MMB-1）の結果では、Hk-TP、Hk-MP、Hk-OP

の各テフラ層の存在を確認し、少なくとも Hk-OP が堆積後に、足柄平野側が 40m 以上沈

降していることが推定される。今後、足柄平野および周辺のボーリングデータの収集お

よび地表踏査を行い、テフラ層序の対比を行い、国府津－松田断層帯北西縁部の運動像

の解明に努める。 
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(3) 平成２３年度業務計画案 

平成 21 年度、22 年度に実施したボーリング調査の結果をもとにして、追加ボーリン

グ調査を実施する。これらのボーリングデータおよび地表地質調査の結果等をもとにし

て、各段丘面を形成した活断層の位置や平均変位速度など、本調査地域の運動像を明ら

かにすることを目的とする。 
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